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民

世

論
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し
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政

治
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5月 31日 (日 )夕 張市 あ リーさだの社 (1日 緑 陽中

学校 )において、8月 ¬ 2日 に予定されている「しヽけまぜ

夏フェス20151nゆうばり」に向けたシンポジウムが開催さ

れ、100名 をこえる参加者がありましたё

「いけまぜ」というのは、「いけ !ま ぜこぜ !」 の略語で、

『みな同じ人間だべや !』の意味ぅ

障がいをもつ参加者・家族やボランティア、そして開催

地の実行委員など全員で、一泊二 日の夏キャンプを楽

しむものです。

開催地実行委員長の矢口孝行さんと夕張実行委員

の橋場英和さん、佐藤健太さんが、当日のフェスタの意

義や実行委員・ボランティアの参加を呼びかけました。

体や心に不自由さのある人たち、小さい子、お年寄り

など、誰にとつても居心地のいい居場所づくり、地域づくり

を目的にしています。

実行委員が不足しているそうです。連絡は858-3
883あ ・リーさだの社内 いけまぜ夏フェス ln夕 張実行
委員会まで)
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５
月

３０
日
、
夕
張
商

工

的

会

議
所

に
お

い
て
、
青

年

【

会

議
所

の
例
会

「
マ
チ
を

７

知

ろ
う
」
が
開
催
さ

れ
約

朝

２０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

許

　

第

一
部

は
、
岡

田
拓
也

２０．

総
務
広

報
委

員
長
が
　
「
夕
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張

の
住
宅
問
題
」

に

つ
い

て
、
公
営

住
宅

入
居

の
際

の
収

入
基
準
等

の
問
題
点
、

家
賃
滞
納
問
題
、
住
宅

再

編
等
を
解
説
し
ま
し
た
。

第

二
部

は
改

選
さ

れ
た
市

議
会

で
新

議
長

に
選
任
さ

れ
た
厚

谷
司
議
長

が

「
夕

張

の
現
状
と
課
題
」
と
題

し
、
夕
張

の
歴
史

（
炭
鉱

事
故
、
閉
山
、
観
光
事
業
、

財
政
破
綻

…
）
、
人

口
の
推

移
、
財
政

再
生
計

画
、
夕

張
高
校
存
続

問
題
、
高
齢

化

。
人

口
流

出

の
進

む
中

で

の

マ
チ
づ
く

り

の
総
合

的
な

ビ
ジ

ョ
ン
の
必
要
性
、

市

民

の
積
極
的

な
自
治

ヘ

の
参
加
な

ど

に

つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

夕張歴史散歩(27)

くずさんの

南
　
助
松

働
く
者
の
目
線
に

南
助
松
と

い
え
ど
も
、
最
初
か
ら
社
会
主
義

的
な
考

え

を
も

つ
て

い
た

わ
け

で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ

こ
は
過
酷
な
労
働
に
従
事

す
る
南

に
と

っ
て
、
社
会
を
見
通
す
目
に
は
鋭

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

発
足
し
て
四

カ
月
後

の

「
労
働
世
界
」
（
９

月

２２
日
号
）
に
は

『
世

の
資
本
家

は
、
労
働
者

の
無
資
力
な
る
弱
点
に

つ
け
込
み
、
圧
抑
に
圧

抑
を
加

え
膏

血

の
あ
ら

ん
限
り
を
絞

り
取

り

て

・
・
・
』
と
書
く
な
ど
、
ま
た
、
札
幌

で
の

社
会
主
義
者
茶
話
会

（
明
治

３６
年

６
月
）
に
参

加
す
る
な
ど
し
て
、
南

の
思
想
は
急
速
に
変
化

し
て
い
き
ま
す
。

一
方
に
、
労
資
協

調
的
な
意
見
を
主
張
す
る
小
山
ら
と
対
立
し
な
が
ら
、

至
誠
会

の
主
唱
運
動
員
と
し
て
南
助
松
は
大
き
な
ピ

ン
チ
を
迎
え
ま
す
。

献
身
式
を
挙
行

こ
こ
で
南
は

「
え

っ
」
と
思
う
行
動
に
出
ま
す
。
当
時
か
ら
み
れ
ば
珍
し

い
事
で
は
な

い
の
で
し
よ
う
が
、
今

の
私
た
ち
に
と

つ
て
は
考
え
付
き
ま
せ

ん
。
明
治

３６
年

１０
月

１２
日
の
こ
と
で
す
。
南
は
、
炭
山

（
夕
張
）
神
社
に
お
も
む

き
、
そ
の
神
前
で

「会
員

の
士
気
を
振
興
さ
せ
る
た
め
、
『
至
誠
会

の
為
に
献

身
す
る
』
（身
を
捧
げ
る
と

こ
と
を
声
明

（献
身
之
辞
）
し
ま
す
。
そ
し
て

神
官
か
ら
祭
文
を
い
た
だ
き
お
祓
い
を
受
け
ま
す
。
『
献
身
式
』
で
す
。

同
行
し
た
永
岡
鶴
蔵
、
安
田
巌
城
、
室
田
権
太
郎
い
間
部
与
三
平
、
山
世

与
三
吉
と
花
前
神
官
が
立
会
人
だ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の

『
献
身
之
辞
』
に
も
南
自
身

の
決
意

の
程
は
披
歴
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、

い
ま
だ
は

つ
き
り
と
し
た
階
級
的
観
点
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
成
果
は
徐

々
に
現
れ
、
組
織
は
盛
り
返
し
て
き
ま
す
。

こ
の
献
身
式

の

一
ヶ
月

の
後
、
労
働
至
誠
会
に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
す

事
が
お
こ
り
ま
す
。

イ
う
う
多

い
わ
ぶ
ち
　
友

「
か
け
あ

る
記
」

日
本

共
産
党
福
島

県
委
員
会
常

任
委
員

（参
議
院
比
例
予
定
候
補
）
「北
海
道

。
東
北
」

い
わ
ぶ
ち

Ｔ
Ｐ
Ｐ
晨
対
′

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て

五
月
に
入
り
、
札
幌

・
石
狩
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
キ
ヤ
ラ
バ

ン
で
の
空
知

と
、
や

つ
と
北
海
道

の
み
な
さ
ん
と
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
初

の
ド
キ
ド
キ
は
ど
こ

へ
や
ら
、
み
な
さ
ん
に
あ
た
た

か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
キ

ャ
ラ
バ

ン
で
は
、
森

つ
ね
と
道
国
政
相
談
室
長
と

「
断
固
阻
上
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
た

い
」
と

い
う
思

い
を
伝
え

な
が
ら
自
治
体
と
Ｊ
Ａ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

空
知
は
日
本
有
数

の
米
ど
こ
ろ
で
す
。
昨
年

の
米
価
暴
落
は
深

刻

で
、
ァ
）
れ
以
上
米
価
が
下
が
れ
ば
集
団
離
農
だ
」
「
組
合
員

の

士
気
が
日
に
見
え
て
下
が

っ
て
い
る
。
苗
づ
く
り
が
う
ま
く
い
か

な
か

っ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

っ
て
あ
き
ら
め

の
声
が
で
て

い
る
」
な
ど

の
実
態
が
だ
さ
れ
、
同
時
に

「
主
食

の
米
を
手
放
し

て
何
が
農
政
な

の
か
」
と

い
う
怒
り
が
次

々
出
さ
れ
ま
し
た
。
米

の
特
別
輸

入
枠

に

つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
会
決
議
を

守
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
交
渉
か

ら
た
だ
ち
に
撤
退
す
る
べ
き
で
す
。

あ
る
組
合
長
さ
ん
が
、
紙
智
子
参
院
議
員
、
畠
山
和
也
衆
院
議

員

の
国
会
質
問
を

一
つ

一
つ
取
り
上
げ

て
話
を

し
て
く
れ
ま

し

た
。
地
域

で
も
、
国
会

で
も
た
た
か
い
を
広
げ
る
日
本
共
産
党
が
、

全
国
を
リ
ー
ド
す
る

「
オ
ー

ル
北
海
道
」

の
た
た
か
い
を
励
ま
し

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

安
全
保
障
を
声
高
に
叫
ぶ
安
倍
首
相
。
最
大

の
安
全
保
障
は
日

本

の
食
糧
を
守

る

こ
と

で
は
な

い
で
し

よ
う
か
。

正
念
場

の
と

き
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
！
戦
争
法
案
反
対
！
安
倍
政
権

の
暴
走
を

ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
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